
「プラザイムス」は、患者様、ご家族のみなさまに院内やＩＭＳグループの医療活動、病気に関する情報をお伝えするコミュニケーションペーパーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 26日消防訓練が行われました。 
今回は夜間に八王子にて、震度 6の地震がおこり火災、漏

水が発生したという想定で行われました。今回も廿楽施設

長をはじめ、各部署の責任者が参加し進捗状況を確認しな

がら、初期消火訓練、漏水対応訓練を行いました。避難誘

導訓練では寝たきり利用者様（利用者役は職員）の移送訓

練も取り入れて行いました。 

今回の移送訓練はシー

ツを使用した訓練を行いました。実際

に移送訓練を行ってみて、最初に看護

部長からレクチャーがおこなわれたも

のの、職員からは「一人では動かすこ

とが難しかった」「頭部をぶつけないよ

うにするのに苦労した」と意見が聞か

れ、今後どのような利用者様でも確実に移送する方法を

常に考えていかなければならないと思いました。 

 

今回訓練が始まる前に利用者様にもアナウンスしており、

一部の利用者様にも参加して頂きました。利用者様から

は「本番さながらの訓練が出来た」とご意見頂きました。

職員からは「自分たちが真剣に動けば利用者様も真剣に

取り組んでくれる」と聞かれ日頃から職員、利用者の取

り組みが実際の場面では大切になるのだと実感しました。 

 

終了後訓練の講評が行われ、そのなかで火災の最大の原因はトラッキングによる電気火災であり、

コード周りの整理整頓や、消火設備、出入り口に物を置かないなど普段からの環境整備を心掛けて

いきましょうとのことでした。 

 

最後に施設長の言葉にもありましたが、実際の災害を想定した日頃からの

取り組みを大切にしたいと思います。 

介護福祉士 浦野 玲子 

 

IMS グループ   広報誌  プラザイムス 

 
 て  と  手  

 

 

 

ｗｅｓｔ  ｃａｒｅ  ｃｅｎｔｅｒ 

令和 3年 

11月号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10月 30日（土）に「ハロウィン（仮装大会）」を開催しました。 

例年は『めいわんあおぞら保育室』の園児たちとの交流会（ハロウィン）を行っておりました。しかし、今年は

コロナ禍ということもあり施設内だけでの開催ということで初めて仮装大会を行う運びとなりました。 

今回の仮装大会では各フロアの代表者が力の入った仮装をして各フロアを練り歩くというものでした。ある時

には“歓声”が、またある時には“悲鳴？”が聞こえるなど利用者様の楽しそうな笑顔がみられ、大いに盛り上

がりました。また、代表者以外の職員も全員がカチューシャやマントなどでプチ仮装をしており、雰囲気を盛り

上げてくれました。 

仮装以外にもハロウィンを楽しんでいただこうと壁や天井もハロウィンの飾り付けで彩られており、イベント

開始前からお祭りの様な雰囲気にワクワクが止まりませんでした。２階から５階まで飾り付けの雰囲気も異な

り、個性が出ていてとても面白かったです。利用者様からは“楽しかった”や“職員の普段と違う顔が見られて

よかった”などの感想が聞かれ、とても楽しんで頂けたように思います。 

また、希望された利用者様にリハビリの訓練中、頭にカチューシャを着け、ちょっとした仮装を楽しんでいただ

きました。その利用者様からは翌日も“リハビリの時に頭にキラキラしたものを着けて楽しかった！”とのお言

葉をいただき印象に残る催しになったようです。 

職員、利用者様共にとても楽しむことのできたハロウィン（仮装大会）となりました。理学療法士 山中 遼太 

 

ドラえもんだったり、マクドナルドのドナルドだったり、囚人だったり、

いつもと違う恰好に紛争した職員。皆様、わからずびっくり。おかしな

恰好して介助をし、声を聞いて誰なのか、利用者様もやっと気がつきま

した。声を出して、笑っていらっしゃいました。（3階フロア） 

 

囚人、ガチャピン、カボチャ、ダルメシアンに仮装しフロアを周りました。

イベント後も仮装したままの姿で通常業務を行いました。利用者の皆様は普

段見ている職員がいつもと違った格好をしているのをみて新鮮だったのでは

ないでしょうか。5 階の目玉として大きい恐竜に仮装した職員がいました。

大笑いしている方や本気で怖がってしまわれる方等がいました。職員も利用

者の皆様もとても楽しいハロウィンイベントでした。（5階フロア） 

 

 

午後のひと時に、普段と違う姿をした職員たちがあらわれ、驚きの表

情と笑いが起こりました。業務の為、全員参加というわけにはいきま

せんでしたが、職員が個々に仮装に取り組み、個性的で利用者様には

楽しんで頂けたのではないかと思います（4階フロア・看護部） 

 

 



 職員に対する毎週の PCR検査の実施 

当施設では東京都の制度を利用し、施設の全職員対象で毎週 PCR検査を実施して

おります。9月末までの予定でしたが延長が可能になり、10月以降も引き続き検

査を実施しております。毎週約 150名の職員が定期的に検査を受けることで、感

染者の早期発見による感染拡大防止に努めております。 

今後も利用者様の安全・安心を第一に考え、手指消毒やマスクの徹底、環境整備（消毒）、勤務前

と勤務中の検温や感染リスクを考えた行動など、基本的な対策も含めてより一層の感染防止対策を

実施することで、安心してご利用頂ける環境を整えていきたいと考えております。 

 

コロナ勉強会 

当施設では職員を対象に毎月様々な勉強会を実施してお

ります。10 月は「新型コロナウイルス感染症」の勉強

会を実施しました。 

これまでの勉強会は職員のみを対象に実施しておりまし

たが、今回はコロナウイルスに関する動画視聴をする研

修であった為、職員の提案で利用者様にも一緒に動画視

聴をして頂くことになりました。 

 

初めての試みであったため利用者様が関心をもって視聴して頂けるか心配でしたが、ニュース等で

取り上げられよく耳にする「コロナウイルス」に関する話であったためか、予想以上に熱心に視聴

している利用者様も大勢いらっしゃいました。利用者様からも「わかりやすかったよ」「寒くて嫌

だったけど、換気は大事なんだね」などの意見も聞くことができました。利用者様と一緒に学ぶこ

とができ、とても有意義な研修となりました。 

看護師 大庭 篤志 
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【編集後記】寒さが厳しくなってまいりました。山々の木々は美しく色づき、秋の味覚も美味しい季節です。散歩の時は 1

枚上着を羽織ったり、バランスの良い食事で栄養を摂り、厳しい冬に備えていきましょう！！ 

ウエストケアセンター広報委員会一同 

                                        

 

11月行事予定 

 11月 20日（土） デイ・5階フロア 

 11月 21日（日） 3・4階フロア 

映画観賞会 

8 月の顧客満足度調査の結果について、現在施設

内に掲示、又、ホームページへ掲載しております。

頂いたご回答をもとに今後もより良いサービスが

提供できるよう、努めてまいります。ご協力、誠

に有難うございました。 


